
甲斐市立竜王北学校 自己評価書（後期） 

平成２１年２月２日(月) 作成

  校長 「古屋 昭彦」          記述者 職名（校長）「古屋 昭彦」 
学校教育目標 「創造性豊かな心身共にたくましい子どもを育てる」 

① 自ら学び深く考える子ども 
② 心美しい思いやりのある子ども 
③ 明るく健康でたくましい子ども 

学校経営方針   
・児童も教師も生き生きと活動する学校づくりに努めます。 
・一人ひとりの児童を大切にし、意欲的に学習する児童の育成に努めます。 
・児童の心のふれ合いを深め、児童理解にたつ指導の充実に努めます。 
・学ぶにふさわしい環境の整った美しい学校づくりに努めます。 
・豊かな人間性を育成する教育の推進に努めます。 
・情報化への対応を視野に入れた教育の推進に努めます。 
・国際的な視野を持った心豊かな児童の育成に努めます。 
・身の周りから地球規模までの環境教育の推進に努めます。 
・家庭、地域とも連携を深め、地域に根ざした教育の推進に努めます。 
・ボランティアの活動（含む福祉教育）の推進に努めます。 
・社会の変化に対応し｢生きる力｣を育む教育課程の編成と実施に努めます。 
・特別支援教育の推進に努めます。 

１ 全体評価 

○年度初めの｢学校経営方針｣に基づき、具体的な方針と取り組みについて提案し、各月の教科指

導、生徒指導、学校行事等について、その成果と課題を明確に捉えるため、教頭、教務主任を

はじめ、各取り組みを担当する職員と連携する中、文書でまとめ、各学期の初めや中間、まと

めの時期に指示伝達を行ってきた。 
・学習、生活規律の確立 
・子どもとの人間関係の構築 
・保護者、家庭とのきめ細かな連絡 
・行事を利用した学級づくり、集団づくり 
・報告、連絡、相談、確認（さらに提案）を徹底 
・こまめなケース会議開催ときめ細かな生徒指導 
・子どもと教職員協働によるあいさつ運動の推進 
・授業時数確保と教材の工夫 
・体力テストや水泳のきめ細かな安全指導 
・ＰＤＣＡ（ＣＡ）サイクルの活用と改善 等 
・保護者、地域住民、関係機関と連携した安全対策 
・本物体験、地域人材活用、保護者の学習支援等の推進 

その結果、前期に引き続き、各月、各学期の成果と方向性や視点を明確にすることによって、

「全職員の意志統一」が図れることとなり、一歩一歩着実に、多くの観点（項目）で肯定的な

結果が得られた。しかし、下記の改善策にも見られるように幾多の課題もあり、今後も自己改

革を図ると共に学校評議員や学校関係者評価委員、保護者、地域住民の方々からのご意見、ご

指導もいただく中で、信頼される開かれた学校づくりに努めていくことが重要であると考え

る。 
 



２ 項目ごとの評価結果（達成状況・改善策） 

Ⅰ 学校教育目標に関して・学校経営について 

達

成

状

況 

・項目１・２のＡ「そう思う」が９６％と前期に比べ、共に４ポイント上がり、項目３のＡ

は６８％から８８％へと大きく２０ポイント上がっている。これは、学校教育目標や学校

経営方針に基づく様々な教育活動が２学期に集中し、各学級経営方針や自己観察書に掲げ

た具体的な取り組みが的確に実践できた結果であると考える。これは、児童アンケートの

「学校は楽しいですか」の項目のＡ「とても楽しい」がわずかではあるが１ポイント（Ａ・

Ｂを合わせた肯定率９０．４％）、そして、保護者アンケートの「お子さんにとって、学

校は楽しいところだと思う」の項目の「とても思う」も約１ポイント（Ａ・Ｂを合わせた

肯定率９５．８％）上がっている。この結果から、学校、各学年、各学級での具現化され

た教育活動が、各主任を中心に調整が図られる中、児童や保護者の期待する内容で実践で

きたものと思う。※以後、肯定率はＡ・Ｂを合わせた数値をいう。ポイントは％を表す。 
・項目５のＡ「そう思う」が前期に比べ、１６ポイントと大きく上がっている。甲斐市の推

進する「創甲斐教育」におけるＰ・Ｄ・Ｃ・Ａ（Ｃ・Ａ）サイクルを生かした教育活動が

定着し、推進されている。特に本校では、起案形式をとり、校長、教頭、教務の指導を通

してよりきめ細かいプランづくりに努めていることが、その成果の要因である。 
・項目７のＡ「そう思う」が前期に比べ、８ポイント上がっている。職場の福利厚生や健康

管理への配慮の項目であるが、教務の補欠への的確な対応、学年間の連絡調整の徹底等が

行われていることによるものである。 

改

善

策 

・上記の項目５のＡ「そう思う」は、前期に比べ１６ポイントと大きく上がったが、前期の

３２％から４８％への上昇程度で５割に満たない。また、項目６の「あなたは、Ｐ→Ｄ→

Ｃ→Ａサイクルを生かした教育活動を行っている。」も、前期と同じ４８％にとどまって

いる。これは、前期の改善策として、各実践後の考察や所見を明らかにすること、検討会

の実施をあげたが、これらがまだまだ十分ではないことを示している。特に中・高学年は、

放課後の時間の確保が難しいことから、学年主任が学年の教育課程の計画と実施に対し

て、もっとコーディネイトする必要がある。教務も時間の確保等において支援することも

大事である。基本的には、常に報告、連絡、相談をこまめに行い、学校としての統一と全

体化を図ることが重要である。 

Ⅱ 学校運営について（保護者用アンケート等も含めて） 

達

成

状

況 

・項目３のＡ「そう思う」は、前期に比べ３２ポイントと大きく増え９２％となった。これ

は、ＵＳＢやＦＤ、ＣＤなどの記憶媒体、それに諸表簿や文書等の情報セキュリティに対

する実践的態度が備わってきていることを表している。これは、常に教頭を中心に施設設

備の安全管理を行い、情報セキュリティについても、終礼や職員会議において指示伝達を

行っている成果である。 
・項目６の「他の教職員と相互理解や信頼関係を深めて教育活動にあたっているか」につい

て、Ａの「そう思う」が前期に比べ１６ポイント上がり８４％となった。これは、年度初

めからの報告、連絡、相談、確認の徹底を図ってきたことにより、その態勢づくりがしっ

かりとできてきたからである。また、さらには、「提案」を指示したことにより、批判的

な意見を言うのではなく、「こうしたらどうか」という共に考え実践していく姿勢もでき

てきた結果である。 

改

善

策 

・項目２の危機管理マニュアルの理解であるが、Ａ「そう思う」が、前期に比べ４ポイント

上がったが、まだ４８％と大変低い（肯定率１００％）。２学期の耐震工事の実施により、

地震に対する意識化はできたが、火災や不審者を含め、有事の際の実践的訓練の必要を感

じる。作成されているマニュアルに基づき、教職員が役割演技できる訓練の実施や講師を

招いての講習ももっと取り入れていかなければならない。 
・項目４の「校務分掌は、学校運営上機能しているか」において、Ａの「そう思う」が前期



に比べ、１２ポイント下がり６０％となっている。年度末となり、年度初めからの各分掌

での運営上、いくつかの課題が明確になったのではないか。年度末の教育反省をする中で

成果と課題を明確にし、改善に向けた適材適所の配置、精選とスリム化等と行っていく必

要がある。 
・項目８の「校内研究（研修）に主体的に関わっているか」において、Ａの「そう思う」が

前期に比べ、８ポイント下がり５２％となっている（肯定率は８８％）。この１年間、研

究テーマ「学ぶ楽しさを実感し、確かな学力を身につける児童の育成」～算数的活動を通

して考える力を育てる授業の創造～の実現に向けて、１５回の校内研究会を実施し、その

中で、低、中、高学年、特別支援学級のそれぞれで研究授業を行ってきた。研究会では、

県教委及び中北教育事務所の指導主事の先生方にご来校頂き、「算数的活動」の意義と展

開方法等について研修を深めた。しかし、全職員で研究を進めてはきたものの、「主体的」

に関わる点で職員格差が生じてはいないか。「算数的活動」は新学習指導要領における基

本方針の大きな柱の１つでもあるので、今後も工夫と改善を図り、確かな学力に向けた取

り組みを行っていかなければならない。 

Ⅲ 学習指導について（児童生徒用及び保護者用アンケート等も含めて） 

達

成

状

況 

・Ａの「そう思う」の回答率をみると、前期に比べ、項目３の「基礎基本の定着を図る授業」

が８ポイント、項目５の「評価規準と評価方法を明確にして授業」が２０ポイント、項目

７の「質問や発言が出てくる授業」が１６ポイント上がっている。これは、前期でも確認

されたが、「聞く」「話す」を中心とした基本的学習規律が定着していること、朝の１０

分間のおはようタイムでの基礎学習、校内研究での算数的活動の導入等の成果である。ま

た、項目９と１０の「きめ細かな指導」による学習意欲の高まりが８ポイント、学習内容

が身に付いているかが１２ポイント上昇している。これもまた、ＴＴ指導やケースに応じ

た支援員の配置等において、きめ細かな個に応じた対応が行われている成果でもある。児

童用アンケートの項目６の「授業がわかりますか」において、Ａの「とてもよくわかる」

が、前期に比べ、約４ポイント（肯定率９３．８％）上がり、項目５の「授業が楽しいで

すか」においも、肯定率が２ポイントほど上がっている。（肯定率８９．６％）、また、

保護者アンケートの項目１１の「先生は、わかりやすく勉強を教えていると思う」も、前

期に比べ、約４ポイント（肯定率９３．３％）上がっていることから一歩一歩ではあるが、

着実に学習の定着と取り組みへの理解が得られていると考える。 
・宿題や家庭学習の習慣化は、学習意欲向上と共に基礎学力定着のために欠かすことのでき

ない取り組みである。本校では、年度当初から経営方針の１つとして取り組んできた。そ

の結果、児童用アンケートの項目１２の「宿題を忘れずしていますか」で４ポイント（肯

定率９２．２％）、保護者アンケートの項目１３の「お子さんは宿題の他にも家庭学習を

していますか」では１２ポイント（肯定率４７．６％）前期に比べ上昇している。今後も

家庭と連携する中でさらなる定着化を図っていきたい。 

 
改

善

策 
 

・項目５の｢評価規準と評価方法を明確にした授業｣について、Ａの｢そう思う｣が、前期の８％

から２８％へ（肯定率７２％）。項目７の｢質問や発言がでてくる授業｣の項目においても、

２８％から４４％（肯定率６８％）へと高まったが、まだまだ低い数値である。前期の低

下した原因として、評価規準と評価方法については、評価の観点や規準が教育課程にきめ

細かく明記されているが、授業を行うにあたり、時間的に一人一人の実態に応じた評価の

実施が難しいのではないか。また、｢質問や発言がでてくる授業｣づくりはグループ活動や

作業活動を伴うケースが多く、これもまた時間的に余裕がないのではないかと考えられる

ため、今年度、校内研究における算数的活動を通して、考える力を育てる授業づくりに取

り組み、これら課題について改善を図れる理論研究と授業実践を推し進めてきたが、今後

も引き続き継続していきたい。また、教職員評価制度の伴う授業観察において、授業観察

の観点を示した｢授業観察カード｣を用いて、授業後の面談を通して授業の改善を図る取り

組みも改善策として取り組んできた。その結果、児童アンケートの項目１０の「授業（勉



強）でわからないことがあるときは、先生に聞いていますか」の肯定率が３ポイント（肯

定率７７．６％）上がっていること等から、学習に対する意欲関心が高まる傾向にあるこ

とがわかる。今後、低、中、高学年において、各学年の教育課程の実施にあたり、授業内

容や評価等において共に歩調のとれた運営ができるよう時間の確保を行っていきたい。 

Ⅳ 生徒指導について（児童生徒用及び保護者用アンケート等も含めて） 
 
 
 
達

成

状

況 

・項目５の「職員間で生徒指導上の課題を共有した対応が行われている」について、Ａの「そ

う思う」が、前期に比べ、８ポイント上がり、５６％となっている（肯定率１００％）。

また、項目７の「特別支援校内委員会が有効に支援している」では、Ａの「そう思う」が、

前期に比べ、１２ポイント上がり、８０％となっている。これは、特別支援教育コーディ

ネーターが中心となり、こまめなケース会議を開催し、短期的長期的な支援態勢を確立す

ると共に関係機関や保護者との対応も的確に行っている成果である。  
・項目３の｢生き方教育（キャリア教育）｣でＡの「そう思う」が２８％から３６％に上がり、

肯定率も８４％から９６％へと上がっている。これは、各学年において、各教科や総合的

な学習の時間との関わりで、直にキャリアとしての生き方や優れた技能を目の当たりに体

験したり、各施設での本物体験をさせたりする学習が行われたからである。今後も、道徳

においても様々な生き方をされている方を講師としてお迎えし、子どもたちの心に響く授

業を展開していきたい。 
 
 
 
 
改

善

策 

・項目１の「児童理解のためのコミュニケーションを図っていますか」について、Ａの「そ

う思う」が、前期に比べ、８ポイント上がり、７６％となっている。しかし、児童アンケ

ートの項目９の「こまったときに相談できる先生がいますか」の肯定率が、前期の７３．

７％から７０．４％と、３ポイントほど下がっている。その内訳をみると、Ｃの「あまり

いない」の数値が前期より高くなっている。これは、職員の目線と児童の思いとの相違が

あることを表している。よりアンテナを高くして、尚一層のきめ細かな把握と声かけが必

要である。  
・項目６の「児童の健全育成のために、学校・保護者・地域・関係機関との連携が図られて

いる」について、Ａの「そう思う」が、前期に比べ、８ポイント下がり３６％と低い（肯

定率９６％）。これに合わせ、保護者アンケートの項目４の「学校は保護者・地域住民か

らの声に耳を傾けていると思う」のＡ「そう思う」も、３ポイントほど下がり１１．６％

と大変低くなっている（肯定率８４．７％）。ＡとＢを合わせた肯定率は高いが、Ａの評

価が下がっていることは、学校側からの積極的な連携を深める声かけが求められている。

Ⅴ 地域との連携について 

 
 
 
達

成

状

況 

・項目２の「学校に対する要望等を聞くなどの機会を設け、情報収集を行っているか」

について、Ａの｢そう思う｣が、１６ポイント上がり、４０％となっている（肯定率９

２％）。これは、日頃のこまめな電話連絡や連絡帳の活用、便りを利用しての情報発

信を通して、職員間において、子どもたちの様子についての情報交換がおこなわれ

ているからだと考えられる。 

・項目３の｢保護者や地域への情報発信｣についても１２ポイント高まっている（肯定率

９６％）。学校だよりや学年、学級だよりによって、子どもたちの活動の様子及び学

校や教職員の願いを積極的に伝えることを継続的に実施した成果である。 

・Ａの｢そう思う｣の回答率をみると、項目５の｢保護者は、ＰＴＡ活動に協力的である｣

が３２ポイント、項目６の「地域・保護者は、児童の安全確保に努めている」が２

４ポイント、項目７の「保護者は、学習指導や生活指導に協力的である」が２０ポ

イントと共に大きく上がっている。これは、教職員と保護者とのコミュニケーショ

ンがとれ、互いの連絡調整や協力態勢ができているからである。教科、生活科、総

合的な学習の時間での校区探検での引率、授業への支援、本物体験等を積極的に行

ったことは、地域や保護者との連携を深めると共に教育活動への理解につながった

ものと思う。また、年度初めの一年生のお迎え当番、毎朝の旗振り当番、各地区の



安心安全を守るボランティアの方々等、日常における子どもたちを見守る態勢が年

間を通してできたことは大変素晴らしいことである。 

 
 
 
 
改

善

策 

・項目８の「学校評議員制度や学校関係者評価委員会の話し合いの結果が学校教育に生かさ

れているか」のＡ「そう思う」が、前期と同じ４０％である。また、保護者アンケートの

項目１９の「学校評議員制度を知っていますか」は、肯定率が前期の２８．９％から後期

は３８．４％と１０ポイントほど上がったが、まだまだ大変低い状況である。しかし、こ

の１０ポイントの上昇は、学校だよりで、制度そのものを説明したり、評議員さんが授業

参観している様子を紹介したりした成果だと感じる。今後も、機会あるごとに紹介したり、

多くの方々からご意見を伺ったりして、よりよい学校経営に生かしていきたい。 
・保護者アンケートの項目１４の「お子さんは、相談できる友達がいますか」の肯定率が５

ポイントほど上がり、７１．５％。項目１５の「お子さんのことで、相談できる先生がい

ますか」の肯定率も３ポイントほど上がって、７４．５％である。しかし、Ａの回答率が、

ともに５％台と大変低いことから、保護者や地域住民にとって、子どもたちや教師の姿が

見える教育活動を更に展開することや子ども自らが、日常の出来事を言葉等で伝えられる

表現力向上への取り組みも大事であると考える。 

Ⅵ 学校の特色に関して 
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・項目３の「読書活動」への指導において、Ａ｢そう思う｣が、１２ポイント上がり、９

２％となっている（肯定率１００％）。これは、「落ち葉読書」などの取り組み、感

想文の掲示等による読書環境の整備、表彰による啓発、委員会児童や読み聞かせボ

ランティアによる朝の「読書タイム」の実施等、日常において、読書活動の推進が

行われた成果である。 

・項目８の「音楽広場」の肯定率は１００％である。保護者のアンケートにおいても、項

目２１の「学校は合唱活動に力を入れて取り組んでいると思う」のＡ｢そう思う｣の回答

数が他のＢＣＤＥに比べ最も多い（１８０名）。これは、音楽広場の実施、日常の

歌声活動を総結集し、多くの方々に参加していただいている音楽会、意欲的な吹奏

楽活動の成果である。（◎２４の質問項目で最もＡの回答数が多かったのは、項目１０

の「朝ご飯を食べて登校しますか・・３３９名」と項目１２の「宿題を忘れずにしてい

ますか・・２５５名」の３項目である。※回答総数３８９） 

・項目７の「体育の広場は効率的に実施され、児童に有益である」のＡ｢そう思う｣が、

４８ポイント上がり、前期の８％から５６％と大きく上がっている。これは、２学期

から竜北体操、縄跳び運動、竜北マラソンが行われ、子どもたちの体力向上への取り組み

が本格化したためである。児童会や縦割り活動とも連動して行われたのも効果的であっ

た。しかし、保護者アンケートの「学校は体育活動に力を入れて取り組んでいると思う」

のＡ｢そう思う｣が、１３．７％と低い（肯定率７６．１％）ので、今後は、１学期か

らの取り組みを定着させ、年間を通して日常的な体力づくりを行うことが必要であ

る。 

・項目８の「１０分間タイム（おはようタイム）が効率的に機能している」のＡ｢そう思う｣

も、１６ポイント上がり、前期の６４％から８０％と大きく上がっている。これは、

毎朝の１０分間タイムが、基礎基本の定着を図るスキル学習の時間、読書タイム、音

楽広場のそれぞれが有効的に活用されているからである。 

・児童アンケートの項目２４の「たてわり活動（行事）にがんばりましたか」のＡ｢そ

う思う｣が、約４ポイント上がり、前期の６９．５％から７３％と上がっている（肯

定率９７．３％）。これは、運動会等の学校行事だけではなく、業間などの縦割り活

動が、子どもたちにとっての満足感や達成感に結びついているものと思う。従って、

本校の特色の教育活動としての取り組みの原点の１つとして捉えておきたい。 



３ まとめ 

 <成 果> 

○学校教育目標や学校経営方針に基づく様々な教育活動が各学期ごとに行われ、各学年・学級経

営方針や自己観察書に掲げた具体的な取り組みが的確に実践できた。 
○甲斐市の推進する「創甲斐教育」におけるＰ・Ｄ・Ｃ・Ａ（Ｃ・Ａ）サイクルを生かした教育

活動が推進された。特に本校では、起案形式をとり、校長、教頭、教務の指導を通してよりき

め細かいプランづくりに努めていることがその成果の要因である。 
○「聞く」「話す」を中心とした基本的学習規律が定着してきている。朝の１０分間のおはよう

タイムでの基礎学習、校内研究での算数的活動の導入等の成果である。また、ＴＴ指導やケー

スに応じた支援員の配置等においても、きめ細かな個に応じた対応が行われた。 
○宿題や家庭学習の習慣化も推進されている。学習意欲向上と共に基礎学力定着のために欠かす

ことのできない取り組みである。 

○ＵＳＢやＦＤ、ＣＤなどの記憶媒体、それに諸表簿や文書等の情報セキュリティに対する実践

的態度が備わっている。これは、常に教頭を中心に施設設備の安全管理を行い、情報セキュリ

ティについても、終礼や職員会議において指示伝達を行っている成果である。 

○年度初めからの報告、連絡、相談、確認の徹底を図ってきたことにより、その態勢づくりが構

築され、相互理解や信頼関係を深める教育活動へと繋がった。 

○特別支援教育コーディネーターが中心となり、こまめなケース会議を開催し、短期的長期的な

支援態勢を確立すると共に関係機関や保護者との対応を的確に行うことができた。  

○各学年において、各教科や総合的な学習の時間との関わりで、直にキャリアとしての生き方や

優れた技能を目の当たりに体験したり、各施設での本物体験をさせたりする学習を行うことが

できた。 
○教職員と保護者とのコミュニケーションがとれ、互いの連絡調整や協力態勢づくりが推

進されている。教科、生活科、総合的な学習の時間での校区探検での引率、授業への支

援、本物体験等を積極的に行ったことは、地域や保護者との連携を深めると共に教育活

動への理解につながった。 
○年度初めの一年生のお迎え当番、毎朝の旗振り当番、各地区の安心安全を守るボランテ

ィアの方々等、日常における子どもたちを見守る態勢が年間を通してできた。また、情

報提供やメール配信もこまめに行うことができたことは、児童の安全確保へと繋がった。

○落ち葉読書、感想文の掲示等による読書環境の整備、表彰による啓発、委員会児童や読

み聞かせボランティアによる朝の「読書タイム」の実施等によって読書活動の推進が行

われた。 

○音楽広場の実施、日常の歌声活動を総結集した音楽会、意欲的な吹奏楽活動は、情操教

育の一環として大きな成果をあげることができた。 
○竜北体操、縄跳び運動、竜北マラソンを行い、子どもたちの体力向上へと繋がった。児童会や

縦割り活動とも連動して行われたのも効果的であった。 
<課 題> 

○低、中、高学年において、各学年の教育課程の実施にあたり、授業内容や評価等において共に

歩調のとれた運営ができるよう時間の確保等、場の設定を行っていく。 
○よりアンテナを高くして、尚一層のきめ細かな児童把握と声かけを行うと共に学校側から保護

者や地域方々に対し、積極的な連携を深める声かけを様々の方策で行う。         
○マニュアルに基づき、火災、地震や不審者等、有事の際の実践的訓練において、教職員が役割

演技できる訓練を実施する。 
○保護者や地域の方々にとって、子どもたちや教師の姿が見える教育活動を展開することや子ど

も自らが日常の出来事を言葉等で伝えられる表現力向上（言語活動）への取り組みを行う。 
○学校評議員制度や学校関係者評価委員会について、その役割やご指導頂く様子をより多くの機

会を通して伝えていく。     



 


